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熱中症のリスクを増大する環境要因の評価
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熱中症のリスクを増大する環境要因

気温（高温）

湿度（多湿）

日射・輻射熱

気流

気温が高くなると，体に熱がこもりやすくなる。

湿度が高くなると，汗が蒸発しにくくなり，
気化によって熱が冷めにくくなる。

日射が強かったり，輻射熱，反射熱が強いと
体に熱がこもりやすくなる。

風がなかったり弱かったりすると，汗が蒸発し
にくくなり，気化によって熱が冷めにくくなる。

熱中症リスクを評価するためには，これらを評価できる指標が必要。
⇒ そのための指標が「WBGT」



WBGT（湿球黒球温度）の原理
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乾湿温度計
黒球温度計

＋

黒球⇒輻射熱（日射）
⇒気流（冷めやすさ）

乾球⇒気温

自然湿球⇒湿度
⇒気流（気化しやすさ）

WBGT（日射なし）

WBGT（日射あり）

0.7×自然湿球温度

0.7×自然湿球温度

0.3×黒球温度

0.2×
黒球温度

0.1×
気温

（乾球温度）

＋

＋ ＋



様々な市販WBGT測定器の特徴
黒球あり・湿度センサー型黒球あり・自然湿球型 黒球なし

ISO 7243 / JIS Z8504 JIS B7922 （規格なし）

高 中 低精度

数十万円 数万円 数千円価格
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屋外環境や，発熱源のある室内では
このようなものは使わないで！
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いずれも「日射のない室内専用」です。

黒球のない測定器

温湿度からの簡易換算表



実際の現場でのWBGT測定の実際

6

• ISO 7243（JIS Z8504）またはJIS 
B7922に適合した黒球付きWBGT測定器
を使用。

• 様々な環境での測定が望ましいが，代表
地点で測定する場合は，日差しが遮られ
ない，最も暑くなりそうな作業場で測定
（例：朝礼広場，屋上など）

• 測定値を朝礼広場等に掲示する。



測定の際の注意点

 黒球を持ったり，通気口をふさがない

◼ 通気口にカバーが付いている機種では，必
ずカバーを開けて測定する

 屋外で測定する時は，黒球が陰にならな
いようにして測定する

 地面や机等の上に直接置いて測定しない

◼ 手で本体を持つか，三脚などに固定して測
定する

 すぐに正しい値が出ない場合があります

◼ 値が安定してから（概ね10分程度）測定値
を読み取りましょう
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WBGT測定値の掲示による周知

測定した値を，作業者が目に付きやすいところに掲示し，
注意喚起する。
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現場でのWBGT測定に
求められるもの
 黒球付きのWBGT測定器を用いて，現場で実際に測定するの
が原則

◼ 黒球なしの測定器は屋外ならびに発熱源のある屋内では使えません。

◼ 温度・湿度からの簡易換算表も同様です。

◼ 湿度センサーは劣化しやすいので，精度管理に気を付けてください。

◼ 測定が難しい場合は，環境省のWBGT予測値・推定値を参考として
用いることも可能ですが，あくまでも目安として用いてください。

 できれば複数箇所で測定する
◼ 毎回は無理でも，一度いろいろな場所で測定して傾向を把握してお
くことをお勧めします。

 測定値を作業者がわかりやすいところに掲示する

◼ WBGT値が基準値を上回る場合は，休憩時間の延長，休憩サイクル
の増加や，作業規制を含む対策を検討する必要があります。
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WBGTによる暑熱リスクの評価
①衣服による補正

衣服
WBGT補正値
（℃-WBGT）

作業服 0
つなぎ服 0
単層のポリオレフィン不織布製つなぎ服 2
単層のSMS不織布製のつなぎ服 0
織物の衣服を二重に着用した場合 3
つなぎ服の上に長袖ロング丈の不透湿性エプロンを着
用した場合
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フードなしの単層の不透湿つなぎ服 10
フードつきの単層の不透湿つなぎ服 11
服の上に着たフードなし不透湿のつなぎ服 12
フードがある場合の加算 +1
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測定されたWBGT値に，衣服による補正値を加算した値で評価する。



WBGTによる暑熱
リスクの評価
②WBGT基準値に
よる評価
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衣服補正値を加えたWBGT
値がこの値を超えている場
合

何らかの対策が必要

熱中症発症リスクが高くな
ると言われている，
「深部体温38℃以上」にな
る可能性あり



WBGT値が基準値を
超過していた場合の対策

 WBGT値（衣服補正後）が基準値を超過していた
場合，その超過度に応じて下記の措置を検討。

◼ WBGT値の低減

◼ 身体作業強度の低い作業への変更

◼ 作業時間の短縮（休憩サイクル・休憩時間の増加）

◼ 風通しの良い服装への変更

実際の対策については，本シリーズの動画
「熱中症予防対策として有効な対策（管理者向け／作業者向け）」
をご参照ください。
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まとめ

 熱中症の発症防止ならびに重症化防止のために
は，まず暑熱リスクを知ることが重要

◼ 黒球付きのWBGT測定器にて測定する

◼ 測定値を作業員に周知する

◼ 衣服による補正を行った値が基準値を超過していた
場合，何らかの対策を検討する。

◼ 測定が難しい場合は，環境省のWBGT予測値・推定値
を参考として用いることも可能。

 WBGT値を活用して，有効な熱中症対策に結びつ
けてください。
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